
                               

 

 
 

学びにも情熱を燃やして 

校長 松野 浩三 
 

9月 21日（日），晴天のもと運動会を開催することができました。 

子供たち１人１人が仲間を認め合い，競技に真剣に取り組む姿は，ま

さにスローガンの通り「元気いっぱいに情熱を燃やして」いるようで，輝

いて見えました。運動会の様子は 9月 24日（水）の NHK「島便り」で

も紹介され，改めて子供たちの成長を感じる機会となりました。 

その日の夕方には慰労会が開かれ，保護者や島               

民の方々が子供たちの頑張りを話題にしてください 

ました。特に印象的だったのは，9年生 3名による 

運動会の感想発表です。「学園での最後の運動会」 

「支えてくれた方々への感謝」などを原稿なしで堂々と語る姿に，9年生

の小宝島学園への思いを感じ，深い感動を覚えました。本校では，授業

や行事の終わりに「振り返り」の時間を設け，子供たちが自分の学びを

言葉にする機会を大切にしていますが，改めて，ねらいを意識した教育

活動の積み重ねの大切さや学校全体で取り組む意義の大きさも実感 

しました。 

10月 7日（火）には，十島村役場および各学園 

とインターネットでつなぎ，本校の研究公開を行いま 

した。テーマは「自ら学びを調整し，自己の学びを深 

める児童生徒の育成」です。2年間の研究成果を報 

告し，3・4年生の複式授業を公開しました。授業終了後のアンケートでは

「児童が主体的に取り組んでいて素晴らしい」「課題解決に向けて努力 

する姿に共感した」など，多くの称賛の声をいただきました。３年生の中村

ひなたさんと４年生の小谷兼之佑さんは，自ら決めた課題に黙々と取り組

み先生に頼ることなく学びを進めていました。そして，学んだことを ICTを

駆使して先生や友達に分かりやすく説明していました。担任との日々の積

み重ねが子供たちの学び方を育んでいることを感じました。 

運動会や研究公開を通して，子供たちの日々の積み重ねに大きな可能

性を感じました。秋の気配が深まる中，１人１人が自分と向き合い，目標に

向かって挑戦する姿を，大切に育んでいきたいと思います。学びの中で自

らの力を信じ，伸ばしていく子供たちの成長を，これからも温かく見守って

まいります。 

9／2１（日）に運動会を実施！！   
 
爽やかな秋晴れの下，第 2回秋季大運動会が開催されました。今

年度より，プログラムを精選しての午前開催となりました，毎年，地域の

方々と盛り上がっている運動会ですが，県外からも山海留学生の保護

者や見学に来られた親子も参加。1５名の児童生徒と共に感動と笑顔

に包まれた一日となりました。特に今や小宝島学園のお家芸となった

「ザ・一輪車」では一輪車に慣れていない山海留学生たちも果敢にチ

ャレンジし，4月当初と比べて格段に上達した姿に，多くの拍手と歓声

が送られていました。地域の皆様に，たくさんの元気と笑顔をお届けで

きたのではないでしょうか。運動会の開催にあたりまして皆様には，夏

休みの愛校作業から運動会準備，片付けまで本当にお世話になり

ました。行事を通して成長している子どもたちを，今後ともよろ

しくお願いします。 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10／４（土）にトカラリレー・マラソン実施！！  
 

七島をたすきでつなぐ毎年恒例の「トカラリレー・マラソン」に，1５人

の子どもたちが健脚ぞろいのランナーの中に混じって参加し，教育長先

生から預かったたすきを肩に，秋風とともに颯爽と島を駆けぬけました。

そして，フェリーの出航に合わせて小宝島魂とソーラン節を熱く

披露。活気あふれる見送りとなりました！ 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

１０／７（火）に研究公開を行いました！！  
 
令和６・７年度鹿児島地

区研究協力校指導方法改善

「学習者主体の授業」の研

究公開が本校で開催されま

した。研修係の谷山教諭に

よる研究発表の後，奥教諭

による３・４年生算数の研

究授業が，島内７つの学園

と十島村役場をリモートで結んで実施されました。「個別最

適な学び」と「協働的な学び」をテーマに，「１けたをかけ

るかけ算（３年生）」と「がい数（４年）」の複式授業を行

いました。６０人を超える先生方が参観される中，２人の児

童は元気いっぱいに学習活動に取り組み，来賓や講師の先生

方からたくさんのお褒めの言葉をいただきました！ 
  
★ 受賞おめでとうございます！！  

 
【十島村理科に関する研究記録展】 
推薦： 北原 雅己 

「２０２５年のトカラ群発地震と約５０年前の小宝島群発地震を比較する」  
特選： 畑本 歩汰 

「アダンはどうやって小宝島へやって来たのか」  
入選：  佐藤 素陸 

「小宝島のヤシガニは世代交代しているか」 

【南日本新聞社第７３回学校新聞コンクール】 

 佳作：うね神新聞（小宝島学園児童生徒会） 
 

◇ １１月行事（予定）         
１日(土)～７日(金) 地域が育む「かごしまの教育」県民週間 
６日(木)  ＰＴＡ給食試食会 
７日(金)  漢字検定 
８日(土) 土曜授業，トカラ集会（悪石島） 
１３日(木) 受験生の集い，農園収穫，思春期教室 
１９日(水)～２０日(木) 二学期期末テスト 
２１日(金) 三者面談（９年） 
２６日(水) 持久走大会 
２９日(土) 統一模試 
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